


六人の抽象画家たち―“サイズ”と“スケール”
 　　　                                                         
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　大島 徹也 （本展キュレーター／多摩美術大学教授）

「スケールというのは、サイズとは関係ありません。とても小さな物でもモニュメンタルなスケールを持っているこ
ともあれば、巨大なのに中身は空虚だということもあります¹―リー・クラズナーは、このように述べている。〈サイ
ズ〉が物理的な問題であるのに対し、〈スケール〉とは観念的ないし感覚的な問題であって、両者は決して比例の
関係にはない、ということだろう。（本論でも以下、「サイズ」と「スケール」という語を、基本的にその意味において
使ってゆくことにする。）そしてクラズナーはそう述べる時、明らかに、スケールの点での大きさを備えることを重視
している。

他方、アンリ・マティスは、「同じ青でも、1㎠の青は1㎡の青ほど青くはありません」と語った。マティスはまた、絵
画制作において、小さな下絵を機械的に拡大して大きな完成作を作るような描き方に異を唱えた²。その逆の場
合、すなわち、小品を作るのに大きな作品を単純に縮小したような描き方をすることも、おそらくマティスは良しとし
なかっただろう。これらのマティスの言葉や考え方から私たちは、同じような造形や彩色をするにしても、その時の
物理的なサイズならではの表現がありうることを、改めて考えさせられる。また、スケールについても、それはどの
芸術家の場合でも大きければ良いというものではない。特にマティスの仕事の場合、概してそこに大きなスケール
感はまったくない。にもかかわらず、彼の芸術は私たちの心を惹きつけてやまない。日常的なスケールには、日常
的なスケールの良さがありうる。

〈サイズ〉と〈スケール〉の問題をめぐって、モダンの他の画家たちの美学や実践をもう少し見てみよう。たとえば
ピート・モンドリアンは、次のような意味においては〈サイズ〉の画家だった。彼は6号（長辺 41.0cm）から10号（長
辺 53.0cm）くらいのキャンバスをよく用い、その画面上でこの自然世界の根本的な構造性を画家として探り続け
た。それは、その広大な問題が小さな平面に造形的に落とし込まれているという点では〈スケール〉の問題であり、
モンドリアンの抽象画は小さな〈サイズ〉なのに大きな〈スケール〉を持っていると言えるが、そのうえで彼の芸術に
とってはやはり、6号から10号程度（せいぜい、40号［長辺 100.0cm］程度）という物理的な小ささが重要だったの
ではないだろうか。大きな作品をもしモンドリアンが描いたとして、それは果たして彼の絵として優れたものになる
だろうか。そうは思えない。モンドリアンの抽象は、その小ささだからこそ、いささか逆説的に、その優れた大きなス
ケール感を持ち得ているように思われる。モンドリアンの絵画は、100号（長辺162.0cm）、120号（長辺194.0cm）と、

〈サイズ〉が大きくなるにつれ、間延びしていき、逆に〈スケール〉を失っていくことになるだろう。
上述のような点では、ジャクソン・ポロックの仕事はモンドリアンのそれと対照的である。ポロックの小品は、彼の

大作に比肩するスケール感を備えているものも少なくないが、イーゼル画と壁画の中間の状態にあって壁画を指
向する大絵画の実現を目指したポロックにとって、彼の絵画の壮大な〈スケール〉は、巨大な〈サイズ〉において
` ` ` `十二分に立ち現れてくるのだった。またポロックは、小さな画面よりも大きな画面に取り組む方がより気楽でいられ

るという利点を、自分として感じていた。制作において、絵との「楽々としたやり取り」³を大切にしていたポロックに
とって、その点でもやはり大きなサイズというのは、より望ましい条件であった。

他方、マーク・ロスコは「
ヒ ュ ー マ ン
人間的」なサイズにこだわった。観る者を圧倒してしまうのではなく、観者を自らの絵

の中に引き入れ、観者との「   
インティメイト  
密  接 」な関係性を生み出すことを意図していたロスコは⁴、2m前後の縦長の画面

を好んでいた。それは、その絵を描く彼、そしてその絵を観る者の身体に対して、過度に小さくも大きくもなく、それを
ほどよく包み込む、まさに「人間的」なサイズであった。

ワシリー・カンディンスキーのような画家は、上に言及した画家たちと比べると、〈サイズ〉と〈スケール〉の両方に
おいて、非常に柔軟な仕事をなしている。彼は1910年代前半における抽象の開拓のさなかに、並行して、小さなガ
ラス絵を好んで制作していた。その一方、カンディンスキーの抽象の追求自体は、《コンポジションⅦ》（1913年）と
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《乳と蜜の流れる 2023》   2023年  油彩／キャンバス  184.2 x 229.7 cm  作家蔵  撮影：宮島径
Flowing with Milk and Honey 2023,  2023. Oil on canvas, 184.2 x 229.7 cm. Collection of the artist. Photo: Kei Miyajima.

《Jaillissement 2023―S1》   2023年  油彩／キャンバス  33.3 x 24.2 cm  作家蔵  撮影：宮島径
 Jaillissement 2023―S1,  2023. Oil on canvas, 33.3 x 24.2 cm. Collection of the artist. Photo: Kei Miyajima.

小川 佳夫
Yoshio Ogawa
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酒井 香奈
Kana Sakai

《陽の音》   2023 年  顔料、アクリルメディウム／石膏地、寒冷紗、パネル  162.0 x 162.0 cm  作家蔵
Sound of the Sun,  2023. Pigment, acrylic medium, plaster ground, and cheesecloth on wooden panel, 162.0 x 162.0 cm. Collection of the artist.

《Close your eyes 2023 No.1》   2023 年  顔料、アクリルメディウム／石膏地、寒冷紗、パネル  18.0 x 18.0 cm  作家蔵
Close your eyes 2023 No.1,  2023. Pigment, acrylic medium, plaster ground, and cheesecloth on wooden panel, 18.0 x 18.0 cm. Collection of the artist.
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《秋涼》   2023年  油彩／キャンバス  181.9 x 227.4 cm  作家蔵
Autumn Cool,  2023. Oil on canvas, 181.9 x 227.4 cm. Collection of the artist.

《秋涼》   2023年  油彩／キャンバス  53.1 x 45.7 cm  作家蔵

Autumn Cool,  2023. Oil on canvas, 53.1 x 45.7 cm. Collection of the artist.

吉川 民仁
Tamihito Yoshikawa
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